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語 ら れ る 神
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖書は新改訳2017より引用しています。

ベレーシート

私は、昔から友人に聖書を紹介するときには「神の声だよ！」　と言ってきました。

そして、実際に聖書を読むときにも「神の声」として聞いてきました。

今回タイトルを「語られる神」とつけました。

皆様が今日、神の声を霊で聞くことができますように、「シェーム・イェシュア」の名を呼んで進めたい

と思います。

「初めに言葉があった言葉は神であった言葉は神とともにあった。」ヨハネ 1：1

ヨハネ 1：1 は実に不思議な言い回しで始まっています。

初めに言葉があった。言葉は神とともにあった。そして言葉は神であった。というのです。
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つまり神が言葉なる方ということは、当然神は語られるお方なのです。

主は言われる ר מַ という言葉は旧約聖書に(アーマル)  אָ 5390 回使われています。

訳文では、「主は仰せられた」「主がお告げになった」「主が命じられた」などです。

聖書はいつもそのように、主が語る神だと訴えているのです。

受肉してこの地に来てくださった、言葉なる方イェシュアは言われました。

「いのちを与えるのは御霊です。肉は何の益ももたらしません。わたしがあなたがたに話してきたことば

は霊であり、またいのちです。」ヨハネ 6：63

神の言葉一つでこの世界、全てのものが一瞬のうちに現れました。

「信仰によって、私たちは、この世界が神のことばで造られたことを悟り、その結果、見えるものが、目

に見えるものからできたのではないことを悟ります。」ヘブル 11：3

「はじめにことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは神であった。この方は初めに神ととも
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におられた。すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたもの

は一つもなかった。」ヨハネ 1：1-3

言葉というのは不思議ですね。言葉を通してお互いの気持ちを通じ合わせることができます。お互いを深

く知っていくためには、言葉を交わすことです。でもそこには聞くということがなければ、その人が何を

言っているのかその言葉を理解することは出来ません。

ここに呼応する関係が見えてきます。　　語る、そして聞く、聞いて理解する・・・・

言葉そのものであるお方が、最初に語られた対象は誰だったでしょうか？

それは、神の似姿としてつくられたアダムとエバです。　その内容とは何でしょうか？

神は彼らを祝福された。神は彼らに仰せられた。

「産めよ　増えよ　地に満ちよ。地を従えよ。海の魚、空の鳥　地の上を這うすべての生き物を支配せ

よ」創世記 1：28
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これが二人に向かって最初に語られた神の言葉でした。三一の神がご自分の計画に従って人を造り、その

役割を果たすように、このような命令を与えられたのです。

そしてそれは、人が作られた究極的な目的でもありました。

「神である【主】は人を連れて来て、エデンの園に置き、そこを耕させ、また守らせた。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創世記 2：15

究極的な目的とは？　王なる祭司の務めをするということです。そのことを、み言葉から詳しく見てい

きましょう。

「置く」とは

神が人をエデンの園に「連れて来て」ח קַ 。には娶る、結婚するという意味が含まれます (ラーカハ) לָ

そしてそこに「置いた」のです。ן דֶ とは「喜びに満ちたところ、楽しみと美味しさの豊か(エーデン) עֵ

なところ」「贅沢きわまりないところ」という意味です。この「置いた」と訳された動詞は、
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が使われています。それは「安らかに(自分の力ではなく)導かれる、安息を与えて憩(ヌーアッハ) נוּחַ

わせる」という意味があり、それこそが人をエデンの園に置いた神の本来の目的なのです。

このことばは、神のイスラエルに対する働き、また教会、および全人類に対する働きが、神を通して彼

らを神の国(御国)へ導くことを示しています。

ヘブル語の ַנוּח (ヌーアッハ)  は、イェシュアのことばの約束にもあります。

「すべて疲れた人、重荷を負っている人はわたしのもとに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあ

げます。」マタイ 11：28

この「休ませてあげます」が「ヌーアッハ」です。

また、「ヌーアッハ」の名詞 נוּחָה 。は「憩い」「安息」を意味します(メヌーハー) מְ
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「主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。主は私を緑の牧場に伏させ、いこいのみぎわに伴わ

れます。」詩篇 23：1-2

「いこいのみぎわ」の「いこい」、これが「メヌーハー」です。つまり、主が私をそこ(憩い、安息)へと

伴われるのです。その主との深い親密な交わり、かかわりこそが私たちに安息をもたらすと言っている

のです。エデンの園はそうした安息のある場所だったのです。神の与える安息を味わい、そのすばらし

さを楽しむために人は、そこを「耕す」ことと「守る」という務めがありました。

「耕し、守る」とは 

「耕す」とは祭司的務めです。「耕す」と訳された動詞の ר בַ は、神に「仕える」、す(アーヴァド)  עָ

なわち、神を「礼拝する」ことと同義です。人が土地を耕すのは、神が地に生えさせるもの(与えたもの)

に仕えることであり、それは神を礼拝することにつながります。

もう一つ、「守る」 ר מַ という務めがあります。これは祭司的務めを保持し、守ってい (シャーマル) שָׁ

くためのいわば王的務めです。「エデンの園」を治め、管理するという務めです。そのために人は神の
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声に聞き従わなければならなかったのです。それが「守る」 ר מַ ということばに表され(シャーマル) שָׁ

ています。

最後のアダムはイスラエルと教会を「祭司の王国」(出エジプト 19:6)、「王である祭司」(Ⅰペテロ

2:9)、「王国とし、祭司としてくださった」(黙示 1:6)と言っています。

つまり、創世記の「耕すこと」と「守ること」、すなわち「祭司的務め」と「王的務め」とは、神の家

である幕屋、神殿、教会、御国、新しいエルサレムに住む者の永遠の務めなのです。

「またご自分の父である神のために 私たちを王国とし、祭司としてくださった方に栄光と力が世々限り

なくあるように。」黙示録 1：6 　と記されています。

アダムとエバは与えられたこの務めを続けて行くはずでしたが、　蛇に騙され神が命じたことばを守らず

罪を犯してしまいました。
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神の命令はこうです。　

「神である主は人に命じられた。「あなたは園のどの木からでも食べてよい。しかし善悪の知識の木から

は、食べてはならない。その木から食べるとき、あなたは必ず死ぬ。」」　創世記 2：16

【新共同訳】創世記2章 16節

「主なる神は人に命じて言われた。「園のすべての木から取って食べなさい。ただし善悪の知識の木から

は決して食べてはならない。食べると必ず死んでしまう。」」創世記 2：16

それに対して蛇の言葉はこのようでした。

「さて蛇は、神である主が造られた野の生き物のうちで他のどれよりも賢かった。蛇は女に言った。「園

の木のどれからも食べてはならないと、神は本当に言われたのですか。」」　創世記 3：1

【新共同訳】創世記 3章 1節

「主なる神が造られた野の生き物のうちで、最も賢いのは蛇であった。蛇は女に言った。「園のどの木か

らも食べてはいけない、などと神は言われたのか？」」
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ここには本当に？ということばはありませんが、新改訳 2017とほぼ同じです。

しかしその問いに対して女が言った言葉に注目してください。

「わたしたちは園の木の実を食べても良いのです。しかし園の中央にある木の実については、

あなた方は、それを食べてはならない。それに触れてもいけない。あなたがたが死ぬといけないから

だ」」と神は仰せられました。」創世記 3：2-3　でした。

蛇は言います。

「すると蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。それを食べるそのとき目が開かれて、あな

た方が神のようになって善悪を知る者となることを神は知っているのです。」創世記 3：4-5

みなさんここまでで何か違和感を覚えないでしょうか？

女が言ったことばは、神の言葉ではない自分の考えや思いの言葉が入っていることに
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気づかれたでしょうか？　女自身の言葉が 3 つも入っています。

神の言葉ではない女自身の言葉。「木の実」「それに触れてもいけない」「死ぬといけないからだ」この

3 つです。

もう一度見てみましょう。「わたしたちは園の木の実を食べても良いのです。しかし園の中央にある木の

実については、あなた方は、それを食べてはならない。それに触れてもいけない。あなたがたが死ぬとい

けないからだ」」と神は仰せられました。」でした。

神はそんなことを言ってはいません。「それに触れてもいけない、死ぬといけないからだ。」などと言っ

てはいないのです。女は神の言葉を聞いてはいないのです。

実際に「全ての木から取って食べよ。」と言われた神の言葉を聞いたのはアダムでした。

その後で女は造られたのですから、アダムから聞いたのでしょうか？



11

そしてあとは皆さんがよく知っている展開になっていきますね。　続きです。

蛇の言葉を真に受けた女は、その木を見たと聖書に書いてありますね。見るとその木は食べるのに良さそ

うで目に慕わしく、その木は賢くしてくれそうで好ましかった。それで女はその実を取って食べ、

共にいた夫にも与えた。　誰ですか？　アダムですよね？　彼にも与えたと書いてあります。

アダムこそが、神の命令を聞いていたはずなのに、なぜ　その実を食べたのでしょうか？

それによって二人の目が開かれ、裸であることを知ったのです。彼らは自分たちの為にいちじくの葉をつ

づり合わせ神の前から隠れたのです。

二人は、神のことばではなく悪魔のことばを信じて悪魔と一体になってしまいました。

悪魔の言葉を信じて一体となった彼らに待ち受けていたものは？　　神との関わりの断絶＝死です。

創世記 3章を見てください。

神から隠れた二人に神は呼びかけます。「あなたはどこにいるのか？」と。

それに対してアダムは答えます。
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「私があなたの足音を園の中で聞いたので、自分が裸であるのを恐れて身を隠しているのです」と。

神のそば近くにいれば、裸など気にならなかったはずでした。実際に「創世記2：25」にはこう書いてあ

ります。

「その時　人とその妻はふたりとも裸であったが恥ずかしいとは思わなかった。」

※恥ずかしいは ׁבּוֹש (ボーシュ)で、枯れるという意味があります。

神は続けて問い正します。

「あなたが裸であることを誰があなたに告げたのか。あなたは食べてはならないとわたしが命じた木から

たべたのか？」創世記 3：11　アダムは答えます。

「私のそばにいるようにとあなたが与えてくださったこの女が、あの木からとって私にくれたので私はた

べたのです。」創世記 3：12　　・・※修羅場ですね・・・

ここでは　責任転嫁の場面に思えます。神は女に向かって言います。

「あなたは何ということをしたのか？」創世記 3：13 と。これはとても怖く聞こえますが、実はこれは
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福音なのです。何が福音なのでしょうか？

「そよ風の吹くころ、彼らは神である主が園を歩き回られる音を聞いた。

それで人とその妻は神である主の御顔を避けて園の木の間に身を隠した。」創世記 3：8

※この風は神の息 ルーアッハ です。アダムの鼻に吹き込まれた霊、息です。

銘形訳では次のようになります。　

「彼らは聞いた。その日、神である主（ご自身）が、風として園で吹き巡っている音を。」創世記 3：8

この風が福音の風です。　罪を犯した人間に神の方から近づいて来られ、語りかけられました。

「あなたはどこにいるのか？」創世記 3：9　と。

神は何も変わってはいないのに、蛇の言葉を信じた彼らには神の思いが何であるのかが見えなくなり、

神が本当に伝えたいと願っているその言葉の意味が分からなくなってしまったのです。
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神と結婚したはずなのに神の命令に背き、その結果神を恐れるようになってしまいました。

裸であることを知った。つまり恥ずかしいと思ったから、隠れたのです。

ボーシュ　恥ずかしい　枯れる　・・・イェシュアとの命の交流であるその源泉が枯れてしまったのです

アダムとその妻エバの霊が機能不全を起こしたのです。でもそれも神にはわかっていたのです。

二人が罪を犯したことは、神の想定内の出来事でした。

神は御心を変えられないお方です。女に向けて投げかけた言葉には、神の深い決心が込められていたので

す。「あなたは　何ということをしたのか」その言葉の意味は、あなたがこんなことをしたからにはあな

たをもう一度買い戻すために、私がこれから何をしなければならないか、あなたにはそれがわかるだろう

か？　　それは、あなたを贖うために　わたしが十字架の道を歩むからというメッセージなのです。

それなのに女は答えます。

「蛇が私を騙しました。」と。神の真意が全く理解できていません。　

そこには、必死に言い訳している姿しかありません。

サタンの化身である蛇にイェシュアが、放った言葉は　
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「おまえは…のろわれる。おまえは腹ばいで動き回り、一生、ちりを食べることになる。」

創世記 3：14 でした。（ということは歩いていたのかもしれませんね）

そして更にこう言われたのです。

「わたしは敵意をお前と女の間に　お前の子孫と女の子孫の間に置く。彼はお前の頭を打ちおまえは彼の

かかとを打つ。」創世記 3：15　

これはイスラエルとイスラエルの子孫、残りの者のことであり、言葉が受肉された神の御子イェシュアが

サタンの頭を打ち砕くという預言なのです。

「神である【主】は、アダムとその妻のために、皮の衣を作って彼らに着せられた。

神である【主】はこう言われた。「見よ。人はわれわれのうちのひとりのようになり、善悪を知るように

なった。今、人がその手を伸ばして、いのちの木からも取って食べ、永遠に生きることがないようにしよ

う。神である【主】は、人をエデンの園から追い出し、人が自分が取り出された大地を耕すようにされ
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た。」創世記 3：21-23

こうして二人はエデンから追放されました。その時の姿は、自分たちのために造ったいちじくの葉をつづ

り合わせている姿ではなく、神が彼らのために造ってくださった皮の衣を着た姿なのです。

日本語訳は追放となっていますが、ヘブル語では ח לַ 。で遣わすの意味です(シャーラハ) שָׁ

そして皮の衣は、祭司が着る長服 ת תֹּנֶ 。なのです（クットーネット） כֻּ

アダムとエバを王なる祭司としてエデンに置いたこの最初の目的を神は決して変えません。

彼らは祭司的役割を担っていくのです。

やがてアダムとエバに双子の子どもカインとアベルが与えられますが、アベルはカインによって殺され、

カインは地をさまようさすらい人となります。そして、アベルの代わりにセツが与えられ、セツを通して

祭司の系列が引き継がれていくのです。

エデンの外の世界は、悪魔の声を聞いてしまい神との交流を失ってしまった、いのちのない世界です。
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だからこそ神は神の言葉を預かる祭司たちを任命したのです。

 

「またご自分の父である神のために 私たちを王国とし、祭司としてくださった方に栄光と力が世々限り

なくあるように」黙示録 1章6節

出エジプト記 19章の中で、神がモーセを通して祭司としての召命に生きるようにと、イスラエルの人々

に語り掛けているところがあります。

「『あなたがたは、わたしがエジプトにしたこと、また、あなたがたを鷲の翼に乗せて、わたしのもとに

連れて来たことを見た。今、もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るなら、

あなたがたはああらゆる民族の中にあって、わたしの宝となる。全世界はわたしのものであるから。

あなたがたは、わたしにとって祭司の王国、聖なる国民となる。』これが、イスラエルの子らにあなたが

語るべきことばである。」出エジプト 19：4-6
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 ここに「鷲の翼に乗せて、わたしのもとに連れて来た   בּוֹא     (  ボー  )     ことを見た  」とあります。

 「連れて来た」目的は、神である【主】がイスラエルの合意によって「結婚する」ためです。 

神がイスラエルと結んだ契約、シナイ契約は「結婚」です。 

イスラエルの民は、神の特別な所有の民となり、神の宝とされました。 それは「祭司の王国」となるこ

とです。 教会がイェシュアの花嫁であるように、 イスラエルが神と結んだ契約は神の妻となることです。

 その関係が損なわれるとき「背信」とか「姦淫」の表現になります。 「 鷲の翼に乗せて 」 （祭司たち

の働きによって） とは、比喩的、かつ象徴的な表現です。 事実、イスラエルの民は祭司であるモーセと

アロンの指導の下にエジプトから脱出し、シナイ山の麓までやってきました。

これは「 幕屋 神殿 教会 御国に住む者 」の重要な務めです。 それ故、イェシュアは最初のアダムの失敗

イスラエルの民の失敗を いずれも踏み直すために「 最後のアダム 」として 真のイスラエルとしてエデン

の園を回復するために来られました。 メシア王国はエデンの園が回復した姿です。 

これが「 御国の福音 」の内容です。 「 御国の福音 」を伝えることは、 私たちが祭司として、王として
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の務めを果たしていくこと、 つまり地において、神を表現する務めに与ることなのです。

旧約聖書にはイスラエルの歴史が書いてあります。神はこのイスラエルの歴史の中に働いて来られました

「歴史」は英語ではヒストリーですが　His story 　つまり神の歴史なのです。神には、やりたいことが

あるのです。夢があるのです。それは、贖われた者たち全ての者が、主の祭司となることなのです。

「私は初めから終わりのことを告げている」　祭司的務めとは、神の声を聞くことで神を知り、神と交わ

り、神から授かった言葉を伝えて行く、いのちの流れに与る務めで、人にだけ与えられた貴い務めです。

祭司となる・・これを聞いている皆さんは、どう思われるでしょうか？

それは賜物がある人が祭司となると思われるでしょうか？

それとも、神が特別に召し出された人だけが祭司となると思われるでしょうか？

ここではあなたがたと言っています。シナイ山の麓でモーセの言葉を聞いている彼ら全員に言っているの

です。私達はイスラエルに接ぎ木されている者、神に呼ばれた者です。

ここはシナイ山の麓ではないですが、神は同じように今、皆さんに言われているのです。
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あなたも王なる祭司なのだと。　実際今この言葉を聞いて心臓がバクバクしている人がいます。

また、私には無理だと思っている人もいます。でも、何を見て何を聞いてそう思われるのでしょうか？

ちっぽけな自分を見ますか？　私なんてダメ、銘形先生や神田先生のように上手く語れないといいます

か？　それなら大丈夫です。モーセも、しつこいぐらいに「語れません」と言いました。「言葉の人では

ない。以前からそうでしたし、あなたがしもべに語られてからもそうです。口が重く舌が重いのです。」

と言ったのです。主を説き伏せていますね。

「主は彼に言われた。「人に口をつけたのはだれか？だれが口を聞けなくし、耳をふさぎ、目を開け、ま

た閉ざすのか。それは私　主ではないか。今行け。わたしがあなたの口とともにあってあなたが語るべき

ことを教える。」」　出エジプト 4：11-12

そこまで神に言われてもなお「他の人を遣わしてください。」と言ったのです。

すると主の怒りがモーセに向かって燃え上がったとあります。
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神は怒るのに遅い方だとありますが、さすがに怒れたのでしょうね。もちろん怒りが燃え上がってもモー

セは無害でしたが、神は切り札としてとっておいたかはわかりませんが、彼の為にアロンを遣わすのです

「見よ。彼はあなたに会いに出て来ている。あなたに会えば心から喜ぶだろう」と。モーセの兄アロンは

神も認める雄弁な人だったのですね。

それにしても神は用意周到ですね。アロンとモーセは二人の証人の型ですね。

神に呼び出される人たちは必ず一度は神の召しを断っている人たちばかりです。

ですから、とても親近感がわきますね。

また、現実を見て震え上がった人たちもいます。カナンの地を偵察に行った 12人の斥候たちです。

でも震え上がったのは 10 人です。

いよいよ約束の地カナンをめざして、そこがどんなに素晴らしい所かを神は教えてくださっていました。

そこは緑豊かな地、乳と蜜の流れる地、アブラハムに約束されていた地でした。

彼らは、ときめいてテンションもマックスだったことでしょうね。

40 日間その地を巡りました。その地に実っていたブドウを一房取り、二人で棒で担がなければならない
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ほど大きかったのです。　そして帰ってからモーセに語ったのです。

そこは確かに乳と蜜が流れています。これがそこの果物ですと見せたのです。

「ただその地に住む民は力が強くその町々は城壁があって非常に大きく、そのうえそこでアナクの子孫を

見ました。アマレク人がネゲブの地方に住んでいて、ヒッタイト人、エブス人、アモリ人が山地に、カナ

ン人が海岸とヨルダンの川岸に住んでいます。そのとき、カレブがモーセの前で、民を静めて言った。

「私たちはぜひとも上って行って、そこを占領しましょう。必ず打ち勝つことができます。」

しかし、彼と一緒に上って行った者たちは言った。「あの民のところには攻め上れない。あの民は私たち

より強い。」 彼らは偵察して来た地について、イスラエルの子らに悪く言いふらして言った。「私たち

が行き巡って偵察した地は、そこに住む者を食い尽くす地で、そこで見た民はみな、背の高い者たちだ。

 私たちは、そこでネフィリムを、ネフィリムの末裔アナク人を見た。私たちの目には自分たちがバッタ

のように見えたし、彼らの目にもそう見えただろう。」」　民数記 18：28-33
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すると全会衆は声を上げて叫び、民はその夜泣き明かしたのです。

ここでは何を言っていますか？　エバのように神の言葉を信じないで、神の約束を見ないで、自分たちが

現実に見るまま話し、思  うままを語ったのです。  

そのことを通して、イスラエルの全会衆の心を神に向けさせないようにしたのです。

「彼らから見たら自分たちはバッタのように見えた」と言ったのです。　

神の妻となったというアイデンティティは、どこに行ってしまったのでしょうか？

しかもわざわざ言いふらして言ったのです。

「そのとき、カレブがモーセの前で、民を静めて言った。「私たちはぜひとも上って行って、そこを占領

しましょう。必ず打ち勝つことができます。」しかし、彼と一緒に上って行った者たちは言った。「あの

民のところには攻め上れない。あの民は私たちより強い。」」民数記 13：30-31

とカレブの声をかき消したのです。
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彼らの不信仰はすさまじくエジプトに帰ろうとします。モーセとアロンはイスラエルの会衆の集会全体の

前でひれ伏したのです。その様子を見ていたヌンの子ヨシュアとエフンネの子カレブはどうしましたか？

「すると、その地を偵察して来た者のうち、ヌンの子ヨシュアと、エフンネの子カレブが、自分たちの衣

を引き裂き、イスラエルの全会衆に向かって次のように言った。「私たちが巡り歩いて偵察した地は、す

ばらしく、良い地だった。もし【主】が私たちを喜んでおられるなら、私たちをあの地に導き入れ、それ

を私たちに下さる。あの地は乳と蜜が流れる地だ。ただ、【主】に背いてはならない。その地の人々を恐

れてはならない。彼らは私たちの餌食となる。彼らの守りは、すでに彼らから取り去られている。【主】

が私たちとともにおられるのだ。彼らを恐れてはならない。」」民数記 14：6-9

彼らのこの言葉は神の側に立つ祭司としての言葉です。エフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアだけです

でも彼ら二人も見たのですよ　背が高いネフィリムをそして町々に建てられている城壁を・・でも彼らに

とって目に見える現実ではなく、神の約束を神の言葉を見ていたのです。神の言葉が、今、目の前に見え
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る現実よりもっと確かな現実だったのです。

エフンネの子カレブとヨシュアは必死でパニックに陥っている民を静めようとしますが、イスラエルの全

会衆は 2人を石で打ち殺そうといいだしたのです。

すると、主の栄光が会見の天幕からすべてのイスラエルの子らに現れました。

そしてモーセにこう言われたのです。「この民はいつまでわたしを侮るのか。

私がこの民の間で行ったすべてのしるしにもかかわらず、いつまでわたしを信じようとしないのか。

わたしは彼らを疫病で打ち、ゆずりの地を剥奪する。しかしわたしはあなたを彼らよりも強く大いなる国

民にする。」民数記 14：11-12　と。

モーセの必死のとりなしによって、主は頑なな彼らを許すと言ってくださいましたが　主はイスラエルの

民の不平を全て聞いていたのです。

「彼らに言え。わたしは生きている──主のことば──。わたしは必ず、おまえたちがわたしの耳に語っ

たとおりに、おまえたちに行う。
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この荒野におまえたちは、屍をさらす。わたしに不平を言った者で、二十歳以上の、登録され数えられた

者たち全員である。

エフンネの子カレブと、ヌンの子ヨシュアのほかは、おまえたちを住まわせるとわたしが誓った地に、

だれ一人入ることはできない。

おまえたちが『かすめ奪われてしまう』と言った、おまえたちの子どもについては、わたしは彼らを導き

入れる。彼らはおまえたちが拒んだ地を知るようになる。」　民数記 14：28-38

神は語られるお方であり、また聞いておられる方です。

私たちはいつも神の側に立って、神の言葉を語っていきましょう。

「では何と言っていますか。「みことばはあなたの近くにあり、あなたの口にあり、あなたの心にあ

る。」これはわたしたちが宣べ伝えている信仰のことばのことです。」」　ローマ 10：8
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「すべてのものは、この方によって造られた。造られたもので、この方によらずにできたものは一つもな

かった。」　ヨハネ 1：3

神の言葉を信じなかった 20歳以上の者たちが死ぬまで、彼らはこのあと 40年間も荒野をさまよい歩く

運命をたどります。ただしエフンネの子カレブとヌンの子ヨシュアだけはカナンの地に入っていくのです

神は言われます。

「わたしが目を留める者それは、貧しい者、霊の砕かれた者、わたしのことばにおののく者だ。」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イザヤ66：2

「ですから、あなたがたの確信を投げ捨ててはいけません。その確信には大きな報いがあります。

あなたがたが神のみこころを行って、約束のものを手に入れるために必要なのは、忍耐です。

「もうしばらくすれば、来たるべき方が来られる。遅れることはない。
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わたしの義人は信仰によって生きる。もし恐れ退くなら、わたしの心は彼を喜ばない。」

しかし私たちは、恐れ退いて滅びる者ではなく、信じていのちを保つ者です。」　ヘブル 10：35-39

「信仰の創始者であり完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい。」　へブル 12：2 

ベアハリート

ここにおられる皆さんは、神の言葉を聞こうとして実際に神のもとに来ています。

神が御元に引き寄せてくださっている方々です。自覚しようとしまいと、既に神が選ばれた祭司です。

マリヤのようにダビデのように、神のそば近くにいて神の声を霊の耳で聞いていきましょう。

シェームイェシュア 333　これはイェシュアの直通電話です。(エレミヤ 33：3)

あとで聖書を開いて声を出して読んでくださいね。

                                                                                                           2026.1.14

                                                                                                     水曜AC  加藤 弘美 


